
全国統一防火標語

秋から冬にかけて、暖房器具の使用等により火災が多く発生する季節です。火災予
防意識の向上を図るため、毎年この期間中、全道一斉に火災予防運動を実施してい

住宅火災の発生数は火災総数の約半数ですが、火災による死者の多くは住宅火災で発生しています。

住宅火災の予防や被害を軽減するために「住宅防火 いのちを守る １０のポイント」を心がけ
ましょう！

１．寝たばこは絶対にしない、させない

２．ストーブの周りに燃えやすいものを置かない
３．こんろを使うときは、火のそばを離れない
４．コンセントは、ほこりを清掃し、不必要なプラグは抜く

総務省消防庁 防火対策

○感震ブレーカーを設置しましょう！

○家具等の転倒防止対策を行いましょう！
○住宅用消火器を設置し、取扱要領を確認しましょう！

１．火災の発生を防ぐため、ストーブやこんろ等は安全装置が付いた機器を使用する

２．火災の早期発見のため、住宅用火災警報器を定期的に点検し，10年を目安に交換する
３．火災の拡大を防ぐため、部屋を整理整頓して寝具やカーテン等は防炎品を使用する
４．火災を小さいうちに消すために、消火器等を設置し使い方を確認しておく

５．お年寄りや身体の不自由な方は、避難経路と避難方法を常に確保しておく
６．防火防災訓練への参加、戸別訪問などにより、地域ぐるみの防火対策を実施する

旭川市消防本部 火災予防

火災予防に関する情報を
SNSでも発信しています。

令和７年１０月１５日から１０月３１日

「急ぐ日も足止め火を止め準備よし」

地震災害が増加している今こそ！
地震火災についての対策を考えよう！

住宅防火 いのちを守る １０のポイント

火災予防に
ご協力を！！

火災予防の対策
をしよう！！


